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叩
年
度
に
な
る
と
教
科
告
の
せ
い
も
お
っ
て
論
説
文
は
二
つ
の
教
材
し
か
で

き
な
か
っ
た
。
「
　
て
こ
に
指
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n
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休
亮
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し
て
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∵
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れ
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年
に
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設
材
の
少
な
さ
か
ら
へ
　
い
ず
れ
も
指

&
・
蝣
体
系
を
考
え
な
が
ら
失
敗
し
て
い
る
.

さ
ら
に
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ず
れ
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三
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お
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.
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っ
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け
れ
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な
ら
な
い
の
に
'
そ
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が
で
き
な
か
っ

た
.
こ
れ
は
学
校
の
-
I
V
情
も
あ
h
t
ど
う
も
仕
方
の
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
'
そ

れ
に
し
て
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一
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-
T
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だ
け
で
指
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荒
を
考
え
る
の
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仁
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与
え
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に
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を
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史
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∵
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た
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が
り
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っ
た
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し
て
い
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。
今
嬰
し
の
語
句
の
的
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な
理
解
の
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せ
方
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見
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け
れ
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っ
て
い
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説
明
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語
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語
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理
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範
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あ
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て
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い
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句

の
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と
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す
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う
こ
と
で
あ
る
。
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て
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く
る
。
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ら
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で
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と
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検
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で
あ
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と
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れ
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て
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え
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て
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に
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討
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が
あ
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そ
の
中
で
'
文
末
と
B
の
誼
粒
の
述
語
と
は
異
な
る

の
か
と
い
-
摂
関
が
あ
る
.
述
部
と
文
末
と
は
閉
じ
も
の
も
多
い
の
だ
が
'
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述
の
爪
点
は
、
雲
間
に
あ
り
、
文
末
の
頂
点
は
否
定
・
疑
問
・
必
嬰
な
ど
の
限
ら

れ
た
宍
現
に
あ
る
と
い
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㌫
炭
で
あ
る
。
ま
た
同
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票
を
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の
過
程
に
も
っ
て

き
た
の
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な
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と
同
表
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関
係
が
深
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へ
同
じ
意
味
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も

つ
語
句
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と
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よ
う
に
同
義
語
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拡
大
し
て
琴
芝
い
る
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で
あ
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る
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の
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松
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が
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て
た
が
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に
か
ら
み
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て
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る
の

で
'
教
材
研
究
の
.
場
合
へ
塗
思
し
て
指
幕
H
標
を
き
竺
O
必
朝
が
あ
る
.
こ
の

C
の
過
程
か
ら
、
つ
ぎ
の
D
の
過
程
へ
は
自
照
に
移
行
で
き
る
O
文
末
の
場
合

に
つ
い
て
い
え
ば
、
否
定
の
こ
た
え
を
琴
プ
る
と
い
う
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
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題
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え
る
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に
一
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落
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落
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関
係
が
'
今
ま
で
の
わ
た
く
し
の
均
合
へ
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
O
指

導
目
標
と
し
て
設
置
さ
れ
た
主
題
文
と
い
い
、
要
点
と
い
い
へ
い
い
ま
わ
し
を

か
え
た
だ
け
に
す
ぎ
な
い
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
o
主
題
文
の
場
合
は
文

で
あ
り
'
こ
れ
は
一
つ
の
文
に
限
托
し
'
要
点
は
主
掛
文
が
ち
ぢ
ま
っ
た
り
、

ひ
き
の
は
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

最
後
の
E
の
過
程
へ
大
意
・
要
約
へ
構
成
へ
要
旨
の
中
、
大
意
・
要
約
は
他

の
二
つ
を
並
列
す
る
関
係
に
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
大
詔
・
可
約
は
書
く
こ
と
の

学
習
と
む
す
び
つ
く
こ
と
が
多
く
な
る
と
思
う
。

国
語
科
の
学
習
は
ラ
セ
ソ
状
の
学
習
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
A
か
ら
E
に
至
る

過
程
も
ラ
セ
ン
状
の
く
り
か
え
し
.
を
必
翠
と
す
る
だ
ろ
-
。
さ
ら
に
こ
の
過
程

は
A
か
ら
E
ま
で
の
一
つ
の
過
程
が
独
立
し
た
形
で
は
存
在
し
え
な
い
。
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た
く
し
た
ち
を
追
い
や
る
こ
と
と
な
る
。
雑
音
の
入
り
乱
れ
る
中
で
一
つ
の
メ
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